
様式－Ａ
①用　　語 雨の強さ

②よ　　み あめのつよさ

③解　　説

④用　　例
　（主に活
用される場
面）

⑤関連用
語・類似用
語
⑥注意す
べきポイン
ト
（防災上の
注意すべ
き点）

雨の強さに応じた人や建物などへの影響の仕方を示した表。数値だけでなく雨の強さを具体的
にイメージできるように工夫したもの。

南部山沿いと北部山沿いでは、３１日夜遅くにかけ激しい雨が降り、総雨量が６００ミリを超える
所があるでしょう。

今夜遅くから非常に激しい雨が降るおそれがあります。低地の浸水等に警戒が必要です。

・ 「強い雨」や「激しい雨」以上の雨が降ると予想される時は、大雨注意報や大雨警報を発表して
注意や警戒を呼びかける。ただし、注意報や警報の基準は地域によって異なる。
・猛烈な雨を観測した場合、「記録的短時間大雨情報」を発表することがある。その基準は地域
によって異なる。
・この表は、この強さの雨が１時間降り続いたと仮定した場合の目安を示している。この表を使用
する際は、以下に注意する。
表に示した雨量が同じであっても、降り始めからの総雨量の違いや、地形や地質等の違いに
よって被害の様子は異なることがある。
この表ではある雨量が観測された際に通常発生する現象や被害を記述しているので、これより
大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もある。


